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株式会社 構造ソフト 

 今月のイチオシ 
 

 

拡張情報              Q&A（適判等からの指摘事例） 

「BUILD.一貫Ⅵ」 （Ver.1.21） ・・・P1  「BUILD.一貫Ⅵ」 Q&A  ・・・P6 

 
 

◆「BUILD.一貫Ⅵ」（Ver.1.21） 

・共英製鋼株式会社製の「キョウエイリング SD490」「キョウエイリング 785」に対応 

2024 年 3 月にリリースした「BUILD.一貫Ⅵ」（Ver.1.21）より、共英製鋼株式会社製の高強度せん断補強筋「キョウエイリング

SD490」「キョウエイリング 785」に対応しました。キョウエイリング SD490、785 は RC 大梁、基礎梁、RC 柱に使用でき、入力画面お

よび計算書では以下の呼び径で表記します。 

・キョウエイリング SD490 ：KD10、KD13、KD16 

・キョウエイリング 785 ：KK13、KK16 

高強度せん断補強筋 会社名 大臣認定番号 呼び径 

キョウエイリング SD490 
共英製鋼株式会社 

－ KD10,KD13,KD16 

キョウエイリング 785 MSRB-0131 KK13,KK16 

 

SABTEC 評価を受けており、既に組み込み済みの SABTEC 高強度せん断補強筋設計指針による高強度せん断補強筋と同様の

計算内容となります。計算の詳細は、『SABTEC 高強度せん断補強筋設計施工指針』を参照してください。 

高強度せん断補強筋 会社名 設計指針 評定番号 

キョウエイリング SD490 

キョウエイリング 785 
共英製鋼株式会社 

キョウエイリング SD490 

キョウエイリング 685 

キョウエイリング 785 

設計施工指針 

（2023 年 6 月 1 日） 

SABTEC 評価 

20-01R1 

 

キョウエイリング SD490、785 の計算内容は、以前に対応済みのキョウエイリング 685 と同様です。キョウエイリング 685 について

は、「今月のイチオシ」2022 年 3 月号で紹介していますので併せてご覧ください。 

また、キョウエイリング SD490、685、785 は中段筋梁に使用でき、最下階の中段筋梁（中段筋基礎梁）には３段筋が使用で

きます。中段筋基礎梁については、「今月のイチオシ」2022 年 5 月号で紹介していますので併せてご覧ください。 

2024 年 3 月号 

https://www.kozosoft.co.jp/gijyutu/pdf/ichioshi202203.pdf
https://www.kozosoft.co.jp/gijyutu/pdf/ichioshi202205.pdf
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・高強度せん断補強筋の入力方法 

ＲＣ大梁の場合は、スタラップで高強度せん断補強筋の呼び径を選択します。 

1. 入力項目ツリーの[部材リスト]-[ＲＣ]-[大梁]で[材料]ボタンを押します。 

2. [使用材料]の画面が開きます。使用する高強度せん断補強筋にチェックをつけます。 

 

1.［材料］ボタンを押します。 

 

 

2.使用する高強度せん断補強筋に 

チェックをつけます。 

 



今月のイチオシ（2024 年 3 月号）  

 

 

3 / 6 

3. スタラップの呼び径の選択肢に、2.でチェックをつけた高強度せん断補強筋の呼び径が表示されます。 

4. 高強度せん断補強筋の呼び径を選択します。 

 

4.高強度せん断補強筋の呼び径を選択します。 

3. チェックをつけた高強度せん断補強筋の 

呼び径が選択肢に表示されます。 
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ＲＣ柱の場合も同様に、フープの呼び径で高強度せん断補強筋の呼び径を選択します。ＲＣ梁で使用する高強度せん断補強筋

を選択済みの場合は、最初からフープの呼び径の選択肢に表示されます。 

 

ＲＣ柱の「材料］ボタンからも

使用する高強度せん断補強筋

の指定が可能です。 

ＲＣ梁で使用する高強度せん断補強筋を選

択済みの場合は、最初からフープの呼び径の

選択肢に表示されます。 
 

 

テキスト入力の場合は、建物データで下線部のように呼び径（「KD 径」「KK 径」）で入力を行います。 

▼梁（例：キョウエイリング SD490） ▼柱（例：キョウエイリング 785） 

GMD2 RF G1 * BD-400*550 (3-3-D22|3-KD13-200) CMD2 1F C1 BD-600*600 (4-4-12-D22|2-2-KK13-100) 
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・キョウエイリング SD490、785 の計算ルート３の短期せん断力に対する検討方法の指定方法 

入力項目ツリーの[組込建材の計算条件]-[高強度せん断補強筋]-[キョウエイリング SD490、685、785]-[計算条件]（テキス

ト入力時は、許容応力度計算データの[HSSB]の１項目）で指定します。 

 

 

 

・キョウエイリング SD490、785 の終局せん断耐力式の指定方法 

入力項目ツリーの[計算条件]-[保有水平耐力]-[耐力式の選択]（テキスト入力時は、保有水平耐力計算データの[ULA4]の 9

項目）で指定します。キョウエイリング SD490、785 のデフォルト（入力を省略した場合の設定）は、塑性理論式（修正塑性式）

です。なお、靭性指針式を選択した場合は、デフォルトの指定で計算します。 
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◆「BUILD.一貫Ⅵ」 Q&A（適判等からの指摘事例） 

タイトル：計算ルート３なのに柱脚検討フロー③④という表記の出力があると指摘された 

Ｑ．計算ルート３のＳ造の物件に関して、適合性判定機関より、計算書の「一般露出型柱脚の保有耐力接合の判定結果」でフロー③④の検討と

出力されていますが、フロー③④は、計算ルート１-２あるいはルート２の時の検討ではないですか？と指摘を受けました。どのように対処すればよ

いでしょうか？ 

 

 

A．計算ルート３の場合は、フロー③④の検討は不要です。デフォルト（入力を省略した場合の初期設定）では、計算ルート３の場合、露出型柱

脚の保有耐力接合の判定は行いませんので、結果は出力されません。 

指摘の現象は、入力項目ツリーの[計算条件]-[断面計算]-[Ｓ]（テキスト入力の場合は、許容応力度計算データの [ＤＥＳ４]の９項

目）で露出型柱脚の保有耐力接合の判定を‘行う’としていることが原因です。判定を‘行う’とした場合は、計算ルートに関わらず判定を

行い、結果を出力します。計算ルート１-２あるいは計算ルート２で求められている検討ですので、フロー③④と出力します。 

 

計算ルート３でも設計者判断で意図的にフロー③④の検討を行いたいという場合以外は、デフォルトの‘計算ルートにより自動設定’としてくだ

さい。 

 
※ 弊社ホームページの Q&A では、この他にも、適判定等からの指摘事例の Q&A を約 320 件、通常の Q&A を 3860 件以上掲載しています

ので、ご活用ください。なお、Q&A の閲覧は、トータルメンテナンスを契約中のお客様限定となります。 

http://www.kozosoft.co.jp/support/qa.html
http://www.kozosoft.co.jp/support/toiawase.html

